
当センターでは、研究事業の一つとして、校種や専門領域を超えて「プロジェ
クト研究」を行っています。①「活用する力プロジェクト」、②「情報モラル教
育プロジェクト」、③「授業のスタンダードづくりプロジェクト」、④「いじめ
対応プロジェクト」、⑤「キャリア教育プロジェクト」、⑥「指導要録の電子化
プロジェクト」のうち、今回は、「いじめ対応プロジェクト」をご紹介します。
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授業デモンストレーション 所員が模擬授業形式で行います。

体験ツアーズ お子様を連れて参加ください。ツアーズのツアーコンダクターが、お子様をセンター内
ツアーにお連れします。もちろん、保護者の方の参加もＯＫ！

◎プラネタリウム ◎体ほぐし運動 ◎楽しい理科実験 ◎プチ調理実習 ◎音感・体感 etc

その他には…

ブ ー ス 発 表 （指導要録の電子化、マインドマップ：小泊小学校 前多教諭による）
まえた

ミニ講座・教材教具 （実物投影機の活用事例、理科実験 etc）
専門高校の生産物販売 （ジャム・味噌・お米等）

※詳しくはWEBで http://www.edu-c.pref.aomori.jp

＜いじめ対応プロジェクト＞
「クワガタ体操、ガシャガシャ！」、「新聞紙５枚でとにかく高いタワーを

作ろう」･･･、「いじめ対応プロジェクト」（通称「Iプロ」）の日常です。
I プロでは、いじめの未然防止を図るための「人間関係づくりプログラム」

の研究を行っています。具体的には、五所川原市立市浦小学校・市浦中学校、

青森県立中里高等学校、同八戸水産高等学校に研究協力していただき、学校

環境適応感尺度（アセス）を活用して子どもの適切な理解に努めています。

また、人間関係を良好なものにするために、ソーシャルスキルトレーニン

グ（SST）、対人関係ゲーム、グループワークトレーニング（GWT）、構成的グループエンカウンター（SGE）
等を組み合わせ、子どもの発達段階、年間の教育活動、学級の状態等を考慮しながら、適切な時期に実施

するプログラムを検討中です。

まずは、私たちの人間関係を深めることをモットーに、実際のプログラムを体験しながら、毎回楽しく、

笑顔と愛のあふれる活動をしています。

お待ちしています!!
期 日 平成２５年１０月１４日（月）体育の日１０：００～１４：００
場 所 青森県総合学校教育センター

※ どなたでも参加できます。入場無料 （食堂も営業しています）

場所 第２研修室 第４研修室 第６研修室 応用技術室 調理室

10:00 「算数が好きだ」と 「伝える」極意 音を感じる音楽体験 誰もが｢わかる｣｢できた｣を つまづきを支援する
～ 叫びたくなる授業 ★【自己満足な説明】 ★「聴く力」「感じる」こ 実感できる授業－指示－ 携帯端末の活用
10:30 ★子どもを笑顔にす にさようなら とで心を育てる音楽 ★指示や言葉がけのひと工 ★わかりにくいものはわ

る算数の授業！ の授業！ 夫 かりやすく！調理実
習での活用

11:00 数学的な表現力の 思考させるノートづくり 意欲的に深く考え 誰もが｢わかる｣｢できた｣を
～ 育成 ★ノートが変われば思 る力を育てる授業 実感できる授業－板書－
11:30 ★数学で、あなたと私 考も変わる！ ★６年理科｢電気の利 ★「わかる」を実感できる板書

はわかり合える！ 用｣の授業にて のひと工夫

13:00 ＩＣＴを活用した 人間関係づくりと 誰もが「わかる」「できた」
～ 授業づくり 学習集団の育成 を実感できる授業
13:30 ★大きく映せば、み ★グループワークトレ －フィードバック－

んながわかる！ ーニングで学級の雰 ★子どもたちに｢やった｣｢でき
囲気が変わる・授業 た｣を実感させる方法
が変わる！



まだまだ

受付中!!

講座 申込講座名 日程番号 期限

604 教育相談Ⅳ 実践！チーム 11/5～11/6 10/8
支援体制づくり

383 中・高等学校英語コミュニ 11/5～11/6 10/8
ケーション実践講座

509 運動部活動研修講座 11/7～11/8 10/10
422 農業教育指導者講座Ⅱ 11/12～11/13 10/15
831 校内ＬＡＮ講座〔県立学校Ⅱ〕 11/26～11/27 10/29
401 高等学校情報科教育講座 12/2～12/3 11/5
424 工業教育指導者講座Ⅱ 12/12～12/13 11/14
812 大きく映せばわかる！デジカ 12/24 11/26

メを実物投影機に活用講座

809 校務に活用！プレゼンテー 12/24 11/26
ション作成講座

講座 講義題及び講師名 日程 担当課番号
604 「チーム支援に生かす教育相談 11/5 教育相談課

ーブリーフセラピーに学ぶー」 10:00～
講師：岩手大学 16:00

教授 織田 信男
「競技力向上のメンタルトレーニング 11/7
ー最高のパフォーマンスを引き 10:00～
出すためにー」 16:00

講師：東海大学
509 教授 高妻 容一 高校教育課

「『コーディネーショントレーニング』 11/8
の理論と実技」 10:30～

講師：ＮＰＯ法人日本コーディネ 15:30
ーショントレーニング協会
公認講師２名

401 ｢目標に準拠した評価と授業改善｣ 12/2 産業教育課
講師：北海道札幌北高等学校 10:00～

教諭 奥村 稔 16:00
※「聴講」とは、正規の受講とは別に、特定の講義のみを研修する
ことができる方法です。
※聴講の申込みは、いずれも実施日の１ヵ月前までとなっております。
※青森県内の教職員であればどなたでも聴講することができます。
（青森市教職員や県内の保育所職員も聴講可能。）

いずれも、申込方法等、センターＨＰで
ご確認の上、お申し込みください。

当センターの
SAMURAIを
紹介します

＜高校教育課＞ ち ば つとむ

千 葉 努 指導主事

★センター勤務４年目
★妻、子ども３人の
５人家族

千葉指導主事の「ある一日」

6:00 家を出る
7:15 センターへ到着 出勤

この日のスケジュールの確認

やメールチェック、簡単な提

出書類や起案書類の作成（簡

単にできることはできるだけ

この時間帯に終わらせ、講座

の準備や、ゆっくり考える必

要がある問題等への時間を確

保するようにしています）

8:30 高校教育課内の朝会

8:40 センターイベントに関する

打ち合わせ

10:30 小学校の学習指導のために

プラネタリウムの投影

11:30 午後の初任者研修校長等連

絡協議会の準備

12:00 昼食

13:00 初任者研修校長等連絡協議

会の受付

13:30 初任者研修校長等連絡協議会

16:30 翌日の実験講座の準備

18:00 退勤

☆ 初任者研修をより充実させるために

これから青森県の教育界の将来を担う初任者に対

し、自己を見つめさせ授業力の向上や生徒指導のス

キルアップのためにどのような研修が良いのか、講

座内容を進化させようと考えています。

☆ 授業で活用できる材料を提供できるように

理科の担当として、児童・生徒に関心を持たせる

ような教材開発に燃えています。以前から行われて

いる指導法や実験法でもアプローチの仕方を変える

ことで、より効果的なものにならないか検討し、先

生方の授業に役立ててほしいと思っています。

【マイ・ライフヒストリー】

＜小・中・高校生時代＞

旧浪岡町（旧常盤村に隣接し

た場所）に生まれ、周囲を田ん

ぼで囲まれた自然豊かな場所で

育つ。小学校でサッカー部、中

学校で野球部に入部し活動する

も目立った成績は残せず、高校

では放送部へ。

＜大学生時代＞

教室での講義に耐え、それが

終わるとフィールドワークに出

かける生活。

＜そして就職…＞

講師生活を経て、青森県立三

本木高等学校に現地採用。その

後、青森県立三沢高等学校に11

年、青森県立八戸北高等学校に

３年勤務。そして現在のセンタ

ーへ。

児童・生徒達に何かしらの感動

を与えられる様に授業をつくって

ください。そのヒント探しのため

に是非センターをご活用ください。

センターは

先生方を応援しています!!


